




●平成２４年１２月 

 笹子トンネル天井板崩落事故（山梨県） 

  - 1975年完成 (事故発生時 築３７年) 

 

 

●平成１８年６月 

 市立図書館外壁化粧板落下事故（富山県） 

 - 1970年建築 （事故発生時 築３６年） 

●平成２５年２月 

 浜松市第一弁天橋事故（静岡県） 

 - 1965年完成 （事故発生時 築４８年） 

天井板のコンクリート板が約１３０ｍにわ

たって落下し、走行中の車が巻き込まれた。

死者９名、負傷者２名。 

橋を支えているワイヤーケーブルの２本のう

ち１本が切れ、橋が傾いた。高校生が渡っ

ている最中だったがケガは免れた。 

２階ベランダの外壁に張られていた化粧板4

枚が落下。このうち１枚が乗用車に落下し、

屋根が陥没。 

事故の背景 

 
 

公共施設・インフラの多くは、高度経済成長期に集

中的に整備され、更新すべき時期が迫っている。 

老朽化 

年度別公共施設建築状況 年度別橋りょう建築状況 

保有施設：７７０施設 

保有面積：１，４１９，０９９㎡ 

保有総量：２ｍ以上→約１，３００橋 

（うち１５ｍ以上→２３８橋） 

【H24,前橋市橋梁長寿命化修繕計画】 

うち築３０年を越える 

１５ｍ以上の橋りょう 
 

約５２％ 

築３０年を越える施設 

 

約５６％ 



公共施設 
5% 

道路 

78% 

橋りょう 
1% 

上水道 
9% 

下水道 
7% 

◆将来の更新費用推計の一覧

（単位：億円）

４０年間総計 １年あたり(B) 倍率(B/A)

公共施設 60.0 5,101.5 127.5 2.1倍

道路 41.6 1,940.8 48.5 1.2倍

橋りょう 1.0 333.7 8.3 8.3倍

上水道 16.7 1,690.6 42.3 2.5倍

下水道 32.2 1,839.6 46.0 1.4倍

推計過去５年
実績平均
(A)

公共施設建物の延床面積内訳 インフラを含めた公共施設の面積内訳 

延面積 

26,565,328.9㎡ 
(東京ドーム568個分) 

 

事故の危険性が高まる 
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今
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で
と
比
べ
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必
要
と
な
る
費
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施設の安全性や機能性の低下 

今までどおりの適正な維持管理が難しくなる 

一斉更新→費用増加 

人口減少→税収減少 

【公共施設等総合管理計画】    平成27年8月策定 
公共資産等の全体の状況を把握し、長期的な視点で、長寿命化・更新・統廃合などを計画的に行い、 

財政負担の軽減化、適切な行政サービス提供等を目指すための計画。  

新たな工夫・やりくりが必要 



◆道路・橋りょう 

 全体の優先順位による更新を行い、適正に維持

管理を図る。構造物の長寿命化によりライフサイ

クルコストの縮減を図る。 
 

◆上水道 

 計画的な施設更新、水質管理の徹底、ライフサ

イクルコストの縮減を図る。 
 

◆下水道 

 関係部署との連携を図りながら効率的な汚水処

理事業を進める。長寿命化、耐震化に取組む。 

公共建築物  上・下水道 道路・橋りょう  

・計画的な予防保全工事 

・施設の長期使用 

・中長期的な財政負担の平準化と軽減 

長寿命化の推進 

・機能維持を目的とした施設の複合化、集約化 

・施設配置（規模）の適正化 

・低、未利用地の積極的な売却 

保有総量の縮減 

・管理コスト、利用者ニーズの把握 

・空きスペースの活用など、効率的な運営方法の検討 

・市有地の管理状況の検証 

効率的利活用の推進 

保健福祉センター内に郵便局を誘致 

        （神奈川県 秦野市）     

雨漏り・・・ 

ひび割れ・・・ 

接続部分のサビ・・・ 

でこぼこの道路・・・ 

水道管の老朽化・・・ 

水漏れ・・・ 

統合された学校に市立図書館を設立 

       （山形県 西川町）      

 センター内の空きスペースに郵便局を誘致、

住民票などの証明書発行業務も委託。 

  

 施設利用者の利便性向上に加え、建物賃借料収

入の確保という面もあります。 

 町内の学校を１つに統合するのに合わせて学

校面積の１/4を占める図書館を整備。 

  

 体育館や図書館は地域の人にも使える形にして

地域交流を図る場となっています。 

公共施設 建物 

※ライフサイクルコスト ・・・施設の設計・建設費などの初

期投資、運営開始からかかる管理運営費、改修費用、解

体費用などの施設の一生に必要な費用のことです。 

インフラ系施設 
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